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村
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

令
和
4
年
第
1
回
定
例
会
が
、
去
る
3
月
8
日
に
招
集
さ
れ
22
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
報
告
事
項
1
件
、
第
6
次
長
期
振
興
計
画
基
本
構
想

及
び
前
期
基
本
計
画
の
策
定
、
条
例
制
定
・
改
正
6
件
、
村
道
路
線
の
認
定
、
上
田
地
域

広
域
連
合
ふ
る
さ
と
基
金
に
係
る
権
利
の
一
部
放
棄
、
令
和
3
年
度
補
正
予
算
3
件
、
令

和
4
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
と
発
議
2
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質

問
で
は
8
人
の
議
員
か
ら
村
政
に
対
す
る
意
見
や
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
。

　

青
木
村
に
お
け
る
す
べ
て
の
計

画
の
基
本
と
な
る
第
6
次
青
木
村

長
期
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
な
る
べ
く
多
く
の
方
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
計
画
に
反
映
し
て

い
く
と
い
う
考
え
の
も
と
策
定
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
一
体

化
し
た
こ
と
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や

す
い
表
現
に
し
た
こ
と
、
6
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
よ
り
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
た
こ
と
が
特
徴
と

　
ロ
シ
ア
が
、
主
権
国
家
で
あ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
ま
し
た
。
現
代

に
お
い
て
ま
れ
に
み
る
大
国
の
暴
挙

で
あ
り
、
国
際
社
会
は
第
二
次
世
界

大
戦
後
最
も
深
刻
な
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
終
戦
と
平

和
を
祈
り
ま
す
。

　
国
内
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
蔓
延
し
て
お
り

ま
す
。
当
村
の
3
回
目
ワ
ク
チ
ン
集

団
接
種
は
、
65
歳
以
上
の
方
に
1
月

26
日
～
29
日
、64
歳
以
下
の
方
に
は
、

2
月
20
～
3
月
1
日
に
実
施
さ
れ
ま

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
令
和
3
年
度
の
コ
ロ
ナ
対
策

事
業
は
、
保
・
小
・
中
学
校
の
給
食

費
無
料
化
等
、
19
の
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
令
和
4
年
度
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

し
て
住
民
票
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
交
付
が
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
の
構
築
等
、
7
事
業
を
行
う
予

定
で
あ
り
ま
す
。

　
村
内
で
は
以
前
よ
り
、
野
立
て
の

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
つ
い

て
、
周
辺
土
地
利
用
と
の
調
和
や
、

雨
水
の
流
出
増
や
景
観
阻
害
へ
の

懸
念
な
ど
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
村
民
の
皆

さ
ん
の
要
望
に
沿
う
べ
く
、
青
木
村

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置

及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
条
例
を
、

こ
の
度
覚
悟
を
持
っ
て
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
条
例
制

定
は
、
青
木
村
の
精
神
的
な
柱
と
な

っ
て
い
る
江
戸
時
代
の
農
民
一
揆
、

昭
和
の
農
民
運
動
、
満
州
移
民
の
拒

否
や
平
成
の
合
併
へ
の
不
参
加
な

ど
と
同
様
に
、
後
々
村
民
の
皆
さ
ん

に
大
き
く
評
価
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
や
地
球
温
暖
化
対
策
も
、
重
要
な

課
題
と
し
て
長
期
振
興
計
画
の
各

施
策
の
中
で
、
村
の
責
務
と
し
て
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

政
府
は
、
全
国
の
市
町
村
数
の
51
・

5
％
に
あ
た
る
8
8
5
の
自
治
体

を
「
過
疎
地
域
」
に
指
定
し
ま
し

た
。
前
回
よ
り
65
の
市
町
村
が
新
た

に
増
え
ま
し
た
。
青
木
村
は
幸
い
に

し
て
そ
の
中
に
入
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
は
、
議
会
や
村
民
の
皆

さ
ん
の
村
の
活
性
化
に
向
け
た
努

力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
各
地
区
か
ら
い
た
だ
い
た

道
路
や
水
路
等
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
既
に
今
年
度
予
算
で
実
施
し
た

箇
所
も
あ
り
ま
す
が
、
緊
急
性
の
高

い
も
の
か
ら
来
年
度
予
算
の
中
で

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
1
月
2
日
に
は
、
青
木
村
成
人
式

が
、
35
名
の
出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
1
月
20
日
に
は
、
株
式
会
社
竹
内

製
作
所
青
木
工
場
新
築
工
事
起
工

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
村
の
産
業

の
拡
大
、
地
域
経
済
の
底
上
げ
、
雇

用
や
税
収
の
増
を
図
り
、
ひ
い
て
は

移
住
・
関
係
人
口
の
増
に
よ
る
村
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
世
紀
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
へ
の
速
や
か

な
支
援
の
た
め
、
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
等
を

専
決
し
て
対
応
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
適

用
延
長
に
伴
う
事
業
者
へ
の
協
力

金
支
給
等
に
よ
り
、
総
額
を
31
億

5
8
5
6
万
2
千
円
と
補
正
い
た

し
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

前
年
度
比
3
億
5
1
0
0
万
円
増
の

30
億
8
3
0
0
万
円
と
し
て
お
り
ま

す
。
主
な
事
業
と
し
て
、
竹
内
製
作

所
新
工
場
操
業
に
間
に
あ
わ
せ
た
国

道
1
4
3
号
及
び
周
辺
村
道
の
改
修

工
事
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

事
業
、
文
化
会
館
の
空
調
設
備
設
置

等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年

第
1
回
定
例
会

2令和4年5.1 ／第 85号



交
付
税
3
5
2
4
万
4
千
円
の

増
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
体
制
確
保
事
業
費
補
助
金

4
0
8
万
8
千
円
の
増
が
主
な

も
の
で
、
歳
出
は
基
金
積
立
金
2

1
7
0
万
円
の
増
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
5
0
2
万

7
千
円
の
増
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

第
6
波
対
応
事
業
者
支
援
補
助

金
6
2
5
万
円
の
増
が
主
な
も
の

で
す
。

議
案
第
11
号

令
和
3
年
度
青
木
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
1
7

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
5
億

4
7
3
4
万
円
と
す
る
も
の
で
、

健
康
増
進
取
組
の
た
め
の
備
品

購
入
等
が
主
な
も
の
で
す
。

議
案
第
12
号

令
和
3
年
度
青
木
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

収
益
的
支
出
は
15
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
1
億
8
1
7
5

万
5
千
円
と
す
る
も
の
で
、
人

件
費
等
に
係
る
負
担
金
の
増
で

す
。
資
本
的
支
出
は
1
2
3
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
9
6
1

9
万
8
千
円
と
す
る
も
の
で
、
中

村
地
区
の
導
水
管
布
設
替
工
事

の
増
で
す
。

議
案
第
7
号

青
木
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

年
金
担
保
貸
付
事
業
が
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
中

の
事
業
に
係
る
条
項
を
削
除
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
8
号

村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

中
村
地
区
字
大
門
か
ら
湯
ノ

向
ま
で
の
延
長
4
0
4
・
5 

m
に

つ
い
て
、
新
た
に
村
道
路
線
と

し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
9
号

上
田
地
域
広
域
連
合
ふ
る
さ
と
基
金

に
係
る
権
利
の
一
部
を
放
棄
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　

上
田
地
域
広
域
連
合
ふ
る
さ

と
基
金
に
対
す
る
村
出
資
総
額

3
7
3
5
万
3
千
円
の
う
ち
、

令
和
4
年
度
に
実
施
す
る
地
域

医
療
対
策
事
業
に
充
当
す
る
た

め
、
2
9
1
万
6
千
円
の
権
利

を
放
棄
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
10
号

令
和
3
年
度
青
木
村
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
8
3

3
万
3
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
31
億
5
5
8
6
万
2
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
歳
入
は
普
通

議
案
第
4
号

青
木
村
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
の
個
人
情
報
保
護
制
度
の

見
直
し
に
伴
い
、
条
例
に
お
い

て
引
用
す
る
条
項
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
5
号

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
の
非
常
勤
職
員
の
育
児
休

業
の
取
得
要
件
が
緩
和
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
本
村
に
お
い
て

も
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
た
め
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
6
号

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に
係

る
国
か
ら
の
通
知
を
受
け
、
部

長
職
以
下
の
報
酬
額
を
引
き
上

げ
る
た
め
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
松
澤　
正
登 
議
員

議
案
第
2
号

青
木
村
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な

設
置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

村
内
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

設
備
の
設
置
に
つ
い
て
、
災
害

防
止
や
良
好
な
自
然
環
境
等
の

保
全
の
観
点
か
ら
、
規
制
の
強

度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
住
民

の
意
向
を
よ
り
反
映
で
き
る
手

続
き
に
す
る
た
め
、
既
存
の
要

綱
の
内
容
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、

こ
れ
を
廃
止
し
て
、
新
た
に
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
宮
入　
隆
通 

議
員

議
案
第
3
号

青
木
村
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る

こ
と
が
難
し
く
、
支
援
を
必
要

と
す
る
方
々
の
名
簿
を
、
区
や

民
生
委
員
、
消
防
団
等
の
地
域

の
避
難
支
援
等
関
係
者
に
提
供

し
、
日
頃
の
見
守
り
や
災
害
時

の
避
難
支
援
等
が
円
滑
か
つ
迅

速
に
行
え
る
よ
う
新
た
に
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
塩
澤　
敏
樹 

議
員

報
告
第
1
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

〇
令
和
3
年
度
青
木
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
5
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
8
4
8

9
万
2
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
31
億
1
7
5
2
万
9
千
円
と

す
る
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
と
し
て
、

子
育
て
世
帯
及
び
非
課
税
世
帯

へ
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。

議
案
第
1
号

第
6
次
青
木
村
長
期
振
興
計
画
基
本

構
想
及
び
前
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

　

長
期
振
興
計
画
は
、
村
が
策

定
す
る
す
べ
て
の
計
画
の
基
本

と
な
る
計
画
で
、
令
和
3
年
度

末
で
現
計
画
期
間
が
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
令
和
4
年
度
か

ら
の
10
か
年
の
基
本
構
想
と
5

か
年
の
前
期
計
画
を
策
定
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
坂
井　
弘 

議
員

　
　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
宮
下　
壽
章 

議
員

報
　
告

議
　
案

箇
所
も
あ
り
ま
す
が
、
緊
急
性
の
高

い
も
の
か
ら
来
年
度
予
算
の
中
で

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
1
月
2
日
に
は
、
青
木
村
成
人
式

が
、
35
名
の
出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
1
月
20
日
に
は
、
株
式
会
社
竹
内

製
作
所
青
木
工
場
新
築
工
事
起
工

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
村
の
産
業

の
拡
大
、
地
域
経
済
の
底
上
げ
、
雇

用
や
税
収
の
増
を
図
り
、
ひ
い
て
は

移
住
・
関
係
人
口
の
増
に
よ
る
村
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
世
紀
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
へ
の
速
や
か

な
支
援
の
た
め
、
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
等
を

専
決
し
て
対
応
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
適

用
延
長
に
伴
う
事
業
者
へ
の
協
力

金
支
給
等
に
よ
り
、
総
額
を
31
億

5
8
5
6
万
2
千
円
と
補
正
い
た

し
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

前
年
度
比
3
億
5
1
0
0
万
円
増
の

30
億
8
3
0
0
万
円
と
し
て
お
り
ま

す
。
主
な
事
業
と
し
て
、
竹
内
製
作

所
新
工
場
操
業
に
間
に
あ
わ
せ
た
国

道
1
4
3
号
及
び
周
辺
村
道
の
改
修

工
事
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

事
業
、
文
化
会
館
の
空
調
設
備
設
置

等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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議
案
第
13
号

令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
～

議
案
第
19
号

令
和
4
年
度
青
木
村
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ

い
て（
下
表
、
参
照
）

　

一
般
会
計
予
算
の
主
な
事
業

と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
、
当

郷
地
区
柿
ノ
木
水
路
改
良
工
事
、

村
道
当
郷
国
道
北
3
号
線
・
6
号

線
道
路
改
良
工
事
、
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
の
策
定
、
証

明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

構
築
、
文
化
会
館
空
調
設
備
設

置
事
業
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
前
年
度
当
初
予
算
比
12
・
8

％
増
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

発
議
第
1
号

燃
油
価
格
の
抑
制
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

　

高
騰
す
る
原
油
価
格
の
引
き

下
げ
に
向
け
た
施
策
、
地
域
格

差
の
縮
小
と
価
格
の
適
正
化
を

求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す

る
も
の
で
す
。

発
議
第
2
号

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

強
く
非
難
す
る
決
議
に
つ
い
て

　
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
攻
・
侵
略
と
プ
ー
チ
ン
大

統
領
の
核
兵
器
使
用
を
示
唆
す

る
発
言
を
強
く
非
難
す
る
こ

と
を
決
議
す
る
も
の
で
す
。

発
　
議

令和4年度　当初予算
青木村一般会計・特別会計・公営企業会計予算

会　　計　　名 歳入・歳出予算額（千円） 対前年度増減率 歳入・歳出予算額（千円）
一 般 会 計 3,083,000 12.8% 2,732,000

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 579,844 6.1% 546,623
別荘事業特別会計 16,575 1.3% 16,366
介護保険特別会計 550,609 －0.7% 554,666
後期高齢者医療特別会計 67,499 1.0% 66,802

総合計 4,297,527 9.7% 3,916,457

会　　計　　名 予算額（千円） 対前年度増減率 予算額（千円）

公
営
企
業
会
計

簡易水道事業会計
収益的支出 178,843 －0.8% 収益的支出 180,323
資本的支出 154,076 78.4% 資本的支出 86,377

計 332,919 24.8% 計 266,700

特定環境保全
公共下水道事業会計

収益的支出 221,125 －1.2% 収益的支出 223,790
資本的支出 193,443 －3.1% 資本的支出 199,630

計 414,568 －2.1% 計 423,420

（R4年度） （R3年度）

報告・議案 松本 塩澤 平林 宮入 坂井 松澤 金井 宮下 沓掛 居鶴 結果

報告第１号 専決処分の承認を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 承認（全員一致）

議案第１号 第6次青木村長期振興計画基本構想及び前期基本計画について 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ― 〇 〇 〇 可決（賛成多数）

議案第２号
青木村太陽光発電設備の適正な設置及び維持管理に関する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

再付託動議 ● 〇 ● 〇 〇 ● ― ● ● ● 否決（賛成少数）

議案第３号 青木村避難行動要支援者名簿に関する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第４号 青木村個人情報保護条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第５号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第６号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議 案 第７号 青木村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議 案 第８号 村道路線の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議 案 第９号 上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄することについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第10号 令和3年度青木村一般会計補正予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第11号 令和3年度青木村国民健康保険特別会計補正予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第12号 令和3年度青木村簡易水道事業会計補正予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第13号 令和４年度青木村一般会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第14号 令和４年度青木村国民健康保険特別会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第15号 令和４年度青木村別荘事業特別会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第16号 令和４年度青木村介護保険特別会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第17号 令和4年度青木村後期高齢者医療特別会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第18号 令和４年度青木村簡易水道事業会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第19号 令和４年度青木村特定環境保全公共下水道事業会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

発 議 第１号 燃油価格の抑制を求める意見書について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

発 議 第２号 ロシアによるウクライナ侵略を強く非難する決議について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案の議決結果 〇賛成   ●反対

※議長は採決に加わりません。
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民
税
・
入
湯
税
の
今
後
の
状
況
、

地
方
債
の
借
り
入
れ
条
件
な
ど

に
つ
い
て
、
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
歳
出
で
は
、
企
業
人

材
派
遣
制
度
、
村
営
バ
ス
の
運

行
状
況
、
税
務
会
計
課
で
撮
影
す

る
航
空
写
真
の
活
用
方
法
、
避

難
所
の
空
調
設
備
の
進
捗
状
況
、

森
林
整
備
の
方
針
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

多
岐
に
わ
た
り
活
発
な
質
疑
が

あ
り
、
村
長
を
は
じ
め
担
当
職

員
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度
は
、
第
6
次
青

木
村
長
期
振
興
計
画
の
ス
タ
ー

ト
と
な
る
年
度
で
、
6
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
取

り
組
み
の
予
算
が
計
上
さ
れ
る

と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
予
算
が
引
き
続
き

計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

タ
チ
ア
カ
ネ
蕎
麦
の
ブ
ラ
ン
ド

化
、
柿
の
木
水
路
の
改
修
な
ど
、

村
の
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、
き

め
細
か
な
配
慮
あ
る
予
算
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
各
地
区
や
村
民
の
要

望
に
応
え
る
事
業
の
展
開
を
望

む
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り
、
全

員
賛
成
に
て
原
案
の
と
お
り
認

定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
平
林　
幸
一 

議
員

き
ま
し
た
。
本
条
例
は
、
禁
止

区
域
以
外
で
は
、
条
例
に
基
づ

く
手
続
き
を
経
る
こ
と
で
設
置

で
き
る
も
の
と
し
て
お
り
、
全

て
の
設
置
を
制
限
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

審
議
会
に
お
い
て
は
賛
成
多

数
で『
審
議
会
と
し
て
可
』と
し

て
答
申
さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
で
も
大
多
数
が
賛
成
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
尊
重
す

る
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り
、
全

員
賛
成
に
て
原
案
の
と
お
り
可

決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
沓
掛　
計
三 

議
員

議
案
第
13
号

令
和
4
年
度
青
木
村
一
般
会
計
予
算

の
認
定
に
つ
い
て

　
歳
入
で
は
、
固
定
資
産
税
、
住

　
令
和
4
年
第
1
回
青
木
村
議
会
定

例
会
で
、
令
和
4
年
度
予
算
認
定
に

つ
い
て
総
務
建
設
産
業
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
案
件
の
委
員
会
審
議
が
3

月
14
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
第
2
号

青
木
村
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な

設
置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
条
例
制
定
の
経
過
や
効
果
、
法

律
と
の
関
係
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
対
す
る
村
の
方
向
性
や
村

民
へ
の
周
知
等
、
多
岐
に
わ
た

り
質
疑
が
あ
り
、
村
長
や
担
当

課
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
村

民
や
各
種
団
体
・
地
域
か
ら
条
例

設
置
の
要
望
が
あ
り
、
村
で
は

他
市
町
村
の
条
例
等
も
踏
ま
え

策
定
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て

議
案
第
15
号

令
和
4
年
度
青
木
村
別
荘
事
業
特

別
会
計
予
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

転
売
の
状
況
や
管
理
費
の
算

出
根
拠
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が

な
さ
れ
、
討
論
な
く
、
全
員
賛

成
に
て
原
案
の
と
お
り
認
定
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
18
号　

令
和
4
年
度
青
木
村
簡
易
水
道
事

業
会
計
予
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

水
道
施
設
の
現
状
の
状
況
や

今
後
の
更
新
見
通
し
、
貸
借
対
照

表
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算

書
に
お
け
る
企
業
債
の
整
合
性

に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
討

論
な
く
、
全
員
賛
成
に
て
原
案

の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

議
案
第
19
号

令
和
4
年
度
青
木
村
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
事
業
会
計
予
算
の

認
定
に
つ
い
て

　

償
還
金
の
今
後
の
見
通
し
や

委
託
業
務
の
選
定
や
内
容
等
の

質
疑
が
あ
り
、
討
論
な
く
、
全

員
賛
成
に
て
原
案
の
と
お
り
認

定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
第
１
回
青
木
村
議

会
定
例
会
で
、
令
和
４
年
度
予

算
に
つ
い
て
社
会
文
教
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
住
民
福
祉
課
関

係
と
教
育
委
員
会
関
係
の
委
員

会
審
議
が
３
月
15
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

審
議
に
つ
い
て
は
次
の
通
り

で
す
。

議
案
第
13
号

令
和
４
年
度
青
木
村
一
般
会
計
予
算

の
認
定
に
つ
い
て

　

住
民
福
祉
課
関
係
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
補
助
金
の
児
童
医

療
費
給
付
補
助
金
の
対
象
年
齢

拡
大
に
関
す
る
こ
と
や
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況

委
員
長
　
居
鶴  

貞
美

委
員
長  

宮
下  

壽
章

総
務
建
設
産
業
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会
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議
案
第
13
号

令
和
4
年
度
青
木
村
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

　
■ 

賛
成
討
論 

■

　
　
　
　
　

 

塩
澤　

敏
樹 

議
員

　
わ
た
く
し
は
、
本
予
算
案
に
賛

成
の
立
場
で
討
論
い
た
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
30
億
8
3
0
0
万
円

の
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
、
総
務
建

設
産
業
委
員
会
と
社
会
文
教
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
に
つ

い
て
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
務
建
設
産
業
委
員
会
の
審
議

に
つ
い
て
は
、
歳
入
に
つ
い
て
、村

税
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
持
直
し
で

昨
年
比
微
増
、
地
方
交
付
税
も
増

額
さ
れ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
復

活
と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
目
指
す
予

算
編
成
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
配
慮

が
う
か
が
え
ま
す
。総
務
費
で
は
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
1
億

39
万
円
、
参
議
院
選
、
知
事
選
費

1
4
8
0
万
円
、農
林
水
産
費
で

は
タ
チ
ア
カ
ネ
補
助
6
0
0
万
円
、

当
郷
柿
の
木
水
路
改
良
7
千
万

円
、
当
郷
国
道
北
村
道
改
良
工
事

1
4
5
0
万
円
等
、
村
の
抱
え
る

課
題
に
対
し
て
多
岐
に
わ
た
り
適

正
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
継
続

的
な
対
策
と
新
た
な
事
業
を
促
進

す
る
為
の
予
算
編
成
と
な
っ
て
お

り
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
社
会
文
教
委
員
会
の
審
議
に
つ

い
て
は
、
住
民
福
祉
課
関
係
で
、

新
し
く
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
化
事
業
、
次
期

高
齢
者
福
祉
計
画
に
向
け
た
、
日

常
生
活
圏
域
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査

へ
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
の
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
対

策
に
効
果
が
期
待
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
コ
ン
ビ

ニ
で
も
証
明
書
が
取
れ
る
コ
ン
ビ

ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
図
ら

れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
窓
口

業
務
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
く
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
関
係
で
は
、
保
育

園
、
小
学
校
、
中
学
校
で
の
給
食

費
無
料
化
に
3
4
0
0
万
円
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
保
護
者
の
負
担
軽
減
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
I
C
T

支
援
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
配
置
、
保
育
園
の
園
舎
増

築
、
小
学
校
の
下
水
道
設
備
の

工
事
、
中
学
校
で
は
給
食
補
助

員
、
専
科
の
職
員
の
増
強
、
ギ
ガ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
充
実
等
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
に
も
配
慮
さ

れ
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文

化
会
館
の
空
調
設
備
の
5
3
1
0

万
円
、
総
合
体
育
館
の
照
明
の

L
E
D
化
に
4
4
0
万
円
等
、
公

共
施
設
が
快
適
に
使
い
や
す
く
、

長
寿
命
化
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
現
在
の
地
方
財
政
下
に

あ
っ
て
、
最
善
を
尽
く
し
、
か
つ

将
来
に
希
望
を
与
え
る
予
算
案
で

あ
る
こ
と
を
確
信
い
た
し
、
本
予

算
案
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

本
会
議
討
論

と
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ

ス
テ
ム
の
内
容
、
人
権
対
策
費
の

予
算
内
容
、
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査

の
内
容
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
介
護
予
防
に
関
す
る
内
容
、
ゴ

ミ
の
分
別
と
一
部
変
更
に
伴
う
収

集
の
現
状
と
課
題
、
地
域
ネ
コ
活

動
事
業
の
効

果
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
関
係
に
つ
き
ま

し
て
は
、
保
育
園
舎
の
増
築
、
小

中
学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

給
食
の
対
応
や
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
、

公
民
館
で
は
大
学
生
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
活
動
の
状
況
、
文
化
会
館
空

調
設
備
設
置
工
事
、
美
術
館
や
五

島
慶
太
未
来
創
造
館
の
イ
ベ
ン
ト

の
計
画
、
沓
掛
区
野
生
里
芋
群
生

地
環
境
整
備
、
村
総
合
体
育
館
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
工
事
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
賛
成
討
論
が
あ
り
、
全
員
賛
成

に
て
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　　
　
賛
成
討
論　

　
　
　
　
　

塩
澤　

敏
樹 

議
員

　議
案
第
14
号

令
和
４
年
度
青
木
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

新
規
事
業
で
あ
る
生
活
習
慣

病
重
症
化
予
防
対
策
事
業
、
特

別
交
付
金
の
保
険
者
努
力
支
援

分
、
繰
越
金
や
国
民
健
康
保
険

税
率
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
質

疑
が
な
さ
れ
、
討
論
な
く
全
員

賛
成
に
て
原
案
の
と
お
り
認
定

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
16
号

令
和
４
年
度
青
木
村
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

及
び
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
内

容
、
一
般
介
護
予
防
事
業
費
の
減

額
理
由
、
任
意
事
業
費
の
内
容
等

に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
討
論

な
く
全
員
賛
成
に
て
原
案
の
と
お

り
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。

議
案
第
17
号

令
和
４
年
度
青
木
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
質
疑
討
論
な
く
、
全
員
賛
成
に

て
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

保育園入園式
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1  

住
宅
政
策
に
つ
い
て

（
問
）　
人
口
減
少
が
進
む
要
因
の
少

子
高
齢
化
・
若
者
の
村
外
転
出
な

ど
に
対
し
村
が
積
極
的
に
進
め
て

き
た
国
道
1
4
3
号
改
良
事
業
や

企
業
誘
致
等
に
よ
り
、
人
口
動
態

が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
住

宅
政
策
に
つ
い
て
。
独
身
者
や
子

育
て
世
代
な
ど
現
役
世
代
の
住
宅

確
保
に
つ
い
て
。

村
長
答
弁

　
　
第
6
次
長
期
振
興
計
画
で
の
重

点
事
項
と
し
て
、国
道
1
4
3
号

の
整
備
、産
業
を
育
む
村
づ
く
り

の
振
興
に
よ
っ
て
、人
口
動
態
が
良

い
意
味
で
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る

と
思
っ
て
い
る
。特
に
、独
身
者
、子

育
て
世
帯
な
ど
現
役
世
代
へ
の
住

宅
確
保
に
つ
い
て
は
、行
政
の
大
き

な
柱
と
し
て
計
画
的
に
実
行
す
る
。

（
問
）　
高
齢
者
世
帯
の
住
宅
対
策
は
。

村
長
答
弁

　
　

高
齢
者
世
帯
へ
は
各
種
在
宅
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
き
た
。
高
齢

者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
利
用
状
況

は
、
現
在
2
部
屋
が
空
い
て
い
る
。

今
後
は
、
民
間
も
含
め
て
高
齢
者

ハ
ウ
ス
等
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
く
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
長
く
住

み
な
れ
た
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ

う
従
来
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

充
実
し
て
い
く
。

（
問
）　
村
営
住
宅
の
今
後
に
つ
い
て
。

沓
掛
　
計
三 

議
員

村
長
答
弁

　
　
公
営
住
宅
は
98
戸
あ
り
、
30
年

経
過
し
た
木
造
住
宅
は
40
戸
あ
る
。

こ
れ
ら
の
建
物
の
多
く
は
国
の
補

助
金
を
受
け
て
お
り
、
建
て
替
え

時
期
等
条
件
が
あ
る
。
今
後
は
民

間
活
力
も
検
討
し
、
更
新
や
管
理

運
営
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
問
）　
県
か
ら
移
譲
さ
れ
た
村
営
住

宅
に
つ
い
て
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
こ
の
住
宅
は
、
昭
和
39
年
に
10

戸
建
設
さ
れ
老
朽
化
し
て
お
り
、

現
在
3
戸
入
居
し
て
い
る
。
今
後

は
村
営
住
宅
全
体
の
建
て
替
え
計

画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

（
問
）　
空
家
対
策
に
つ
い
て
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
空
家
へ
の
賃
貸
希
望
者
が
多
い

状
況
で
あ
る
が
、
持
ち
主
は
売
買

の
希
望
者
が
主
で
あ
る
。
引
き
続

き
、
移
住
・
定
住
対
策
と
し
て
空

家
バ
ン
ク
制
度
を
推
進
し
、
村
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
お
試

し
住
宅
の
活
用
を
進
め
て
い
く
。

2 

国
道
1
4
3
号
青
木
峠
新
ト
ン

　

 

ネ
ル
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

（
問
）　
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
青
木

峠
改
良
事
業
が
県
に
よ
り
着
手
さ

れ
3
年
に
な
り
、
ル
ー
ト
調
査
や

地
質
調
査
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ

の
事
業
は
国
土
強
靭
化
事
業
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
費
に
は
影

響
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、国・

県
の
財
務
も
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

事
業
の
進
歩
が
遅
い
気
が
す
る
。

村
民
の
期
待
も
大
き
く
、
村
の
重

点
事
項
で
も
あ
る
。
現
在
の
状
況

と
今
後
の
進
歩
状
況
に
つ
い
て
。

村
長
答
弁

　
　
こ
の
事
業
は
、医
療・福
祉・通
勤・

通
学
・
生
活
圏
域
に
と
り
、
村
へ
の

大
き
な
活
性
化
が
見
込
ま
れ
、
村

の
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
県
で
は
今
年
度
実
施
設

計
と
用
地
買
収
と
聞
い
て
い
る
。
こ

の
道
路
は
、
2
本
の
長
い
ト
ン
ネ
ル

で
、
雨
や
雪
、
風
の
影
響
が
少
な
い

設
計
と
な
っ
て
い
る
。今
後
は
工
事

着
手
へ
進
む
と
思
う
。村
と
し
て
は
、

地
権
者
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
事

業
に
全
面
的
に
協
力
し
て
い
く
。
併

せ
て
、国・県
へ
強
く
要
望
し
て
い
く
。

（
問
）　
青
木
峠
改
良
事
業
後
の
交
通

安
全
対
策
に
、
住
民
の
関
心
も
高

い
。
県
で
は
、
村
松
か
ら
当
郷
地

区
ま
で
の
歩
道
工
事
が
実
施
さ
れ

る
。
今
後
の
事
業
予
定
に
つ
い
て
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
こ
の
事
業
は
、
令
和
9
年
度
ま
で

の
防
災
安
全
対
策
事
業
と
し
、
歩

道
整
備
に
着
手
し
た
。
来
年
度
は
、

用
地
測
量
を
実
施
し
、
用
地
等
確

保
箇
所
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
く
。

運
動
公
園
出
入
口
の
間
は
緊
急
性

が
高
い
た
め
、
優
先
的
に
整
備
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

1

工事が進む㈱竹内製作所 新工場

歩道整備が計画されている国道143号

※ 

議
員
名
の
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み
込
み
で
、
各
議
員
の
一
般
質
問

　
 

音
声
デ
ー
タ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

1
、	

住
宅
政
策
に
つ
い
て

2
、	

国
道
1
4
3
号
青
木
峠
新
ト
ン
ネ
ル	

事
業
の
状
況
に
つ
い
て
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１ 

石
碑
や
遊
具
等
の
点
検
に
つ
い
て

（
問
）　
倒
壊
や
落
下
の
危
険
が
あ
る

学
校
設
備
の
点
検
と
、
安
全
対
策

の
青
木
の
状
況
は
。

教
育
長
答
弁

　
　
青
木
村
で
も
安
全
確
認
を
行
っ

た
結
果
は
、保
育
園
、小
・
中
学
校

と
も
に
安
全
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
問
）　
村
内
に
多
く
あ
る
倒
壊
や
落

下
の
危
険
が
あ
る
石
碑
や
文
化
財

等
に
つ
い
て
は
。

教
育
長
答
弁

　
　
平
成
元
年
か
ら
青
木
村
文
化
財

保
護
指
導
員
を
選
任
し
て
、
年
に

1
回
程
度
、
文
化
財
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
に

は
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
と
い
う

報
告
は
な
く
、
今
後
も
継
続
し
て

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
く
。

（
問
）　
各
地
区
の
石
碑
の
点
検
と
、そ

の
整
備
に
つ
い
て
は
。

教
育
長
答
弁

　
　
区
長
会
等
で
お
願
い
で
き
る
機

会
が
あ
る
時
に
は
、
安
全
確
認
を

呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
。石
碑
に

限
ら
ず
危
険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、

即
急
な
対
応
。各
地
区
か
ら
の
要

望
が
あ
れ
ば
、
相
談
し
て
多
様
な

対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
問
）　
学
校
や
公
園
に
あ
る
遊
具
の
点

検
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
答
弁

　
　
教
育
委
員
会
で
も
学
校
で
も
業

者
に
依
頼
し
て
年
に
1
回
の
安
全

点
検
を
行
っ
て
い
る
。日
常
点
検

は
、
毎
月
決
め
ら
れ
て
い
る
安
全

の
日
に
行
っ
て
い
る
。

（
問
）　
公
園
に
あ
る
遊
具
の
遊
び
方

の
表
示
や
、
何
か
あ
っ
た
時
の
連

絡
先
の
表
示
は
あ
る
の
か
。

教
育
長
答
弁

　
　
運
動
公
園
に
は
、
管
理
者
で
あ

る
教
育
委
員
会
の
連
絡
先
を
表
示

し
て
い
く
。文
化
会
館
裏
の
公
園

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
管
理
し

て
い
る
の
で
、相
談
し
て
い
き
た
い
。

２ 

L
G
B
T
Q
理
解
へ
の
教
育
と

　

 

対
応
に
つ
い
て

（
問
）　
中
学
校
に
お
け
る
L
G
B
T

　
Q
に
つ
い
て
の
指
導
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
長
答
弁

　
　

多
様
性
を
認
め
る
社
会
を
進
め

て
い
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
信
州
の
代

表
者
の
方
の
お
話
を
お
聞
き
し
研
修

し
た
。通
学
服
は
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
男

女
差
の
な
い
ジ
ャ
ー
ジ
、夏
は
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
と
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
の
登
校
が
可

能
。ま
た
、文
化
奉
仕
委
員
会
が
中

心
と
な
っ
て
、
障
が
い
者
用
ト
イ
レ

を「
み
ん
な
の
ト
イ
レ
」に
変
え
て
、

誰
も
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

（
問
）　
子
ど
も
た
ち
に
影
響
を
与
え
る
保

護
者
への
啓
発
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長
答
弁

　
　
人
権
学
習
の
内
容
を
、学
級
通
信

で
保
護
者
に
伝
え
て
い
る
。学
校
保

健
委
員
会
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

研
修
を
実
施
し
た
。来
年
度
は
城
西

支
会
で
職
員
研
修
を
計
画
し
て
い
る
。

職
員
の
意
識
を
高
め
、学
校
か
ら
ジ

ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
く
。

（
問
）　
役
場
に
お
け
る
各
種
申
請
書
等

で
不
要
な
性
別
記
入
欄
が
あ
る
の

な
ら
、記
入
欄
を
な
く
し
て
ほ
し
い
。

村
長
答
弁

　
　
書
類
の
内
容
等
々
に
よ
り
、
性

別
に
つ
い
て
回
答
欄
を
設
け
な
く

て
も
よ
い
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
の
で
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

（
問
）　
役
場
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

理
解
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
研
修
な

ど
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
行
政
を
進
め
る
う
え
で
も
、理
解

や
配
慮
が
必
要
。役
場
に
お
い
て
、

年
に
数
回
職
員
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。今
後
は
、そ
の
中
に
一
つ
の

テ
ー
マ
と
し
て
研
修
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）　
庁
舎
や
村
の
他
の
施
設
に
お
い

て
、
誰
で
も
使
え
る「
み
ん
な
の
ト

イ
レ
」を
設
置
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
の
か
。現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
ト

イ
レ
の
表
示
を
、身
体
障
が
い
者
用

の
表
示
だ
け
で
な
く
、誰
で
も
入
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
表
示
に
変

え
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
今
後
新
し
く
整
備
す
る
と
き
に

は
考
慮
し
て
い
く
。身
体
障
が
い

者
用
ト
イ
レ
は
、
多
目
的
な
活
用

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

1
、	

村
内
の
石
碑
や
、遊
具
等
の
点
検
整
備
に

つ
い
て

2
、	
L
G
B
T
Q
理
解
へ
の
教
育
と
対
応
に

　
　

つ
い
て

塩
澤
　
敏
樹 

議
員

「あけぼの」に昨年から盛り込まれたジェンダーについての内容

中学校人権教育の副読本
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坂
井
　 

弘 

議
員

1 

岡
石
工
業
地
周
辺
の
通
学
路
の 

　

 

安
全
確
保
を　

（
問
）　
拡
幅
さ
れ
る
国
道
と
村
道
国

道
北
3
号
線
の
交
差
点
、
村
道

北
6
号
線
・
大
庭
線
の
通
学
路
の

安
全
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
国
道
交
差
点
に
は
横
断
歩
道
を

設
置
す
る
。
信
号
機
の
設
置
も
要

望
し
て
い
る
。
北
6
号
線
に
は
歩

道
を
整
備
す
る
。
大
庭
線
の
通
勤

車
両
に
つ
い
て
は
、
企
業
に
自
主

的
通
行
制
限
を
依
頼
す
る
。

（
問
）　
工
場
稼
働
前
に
、
信
号
機
を

設
置
さ
れ
た
い
。
北
6
号
線
は
、

時
間
帯
進
入
禁
止
路
に
。
大
庭
線

に
は
塀
を
設
け
通
勤
車
両
の
進

入
を
阻
む
よ
う
企
業
側
に
要
請

さ
れ
た
い
。

村
長
答
弁

　
　
竹
内
製
作
所
は
協
力
的
だ
。
要

望
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
。

（
問
）　
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
前
の
国
道

に
横
断
歩
道
を
設
置
す
る
よ
う
関

係
機
関
に
働
き
か
け
を
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
区
の
要
望
で
上
げ
て
ほ
し
い
。

2 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
に
向
け
、

　

 

具
体
的
な
制
度
改
革
を　

（
問
）　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
に
つ

い
て
基
本
的
な
考
え
方
・
課
題
は
。

村
長
答
弁

　
　

全
て
の
人
が
希
望
に
満
ち
た
社

会
で
あ
り
、
女
性
差
別
撤
廃
の
推

進
、
男
女
賃
金
格
差
の
縮
小
、
選

択
的
夫
婦
別
姓
の
法
整
備
、
多

様
性
の
尊
重
の
四
つ
が
課
題
だ
。

（
問
）　
「
第
4
次
青
木
村
男
女
共
同

参
画
計
画
」の
数
値
目
標
に
、
女

性
自
治
会
長
の
誕
生
を
掲
げ
て
い

る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
し
か
た
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　

区
の
運
営
に
女
性
も
参
画
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
だ
と

考
え
て
い
る
。

（
問
）　
副
区
長
に
女
性
ポ
ス
ト
を
置

く
、
代
議
員
会
・
協
議
会
へ
の
女

性
参
画
を
推
奨
す
る
な
ど
、
村
の

指
導
力
を
発
揮
さ
れ
た
い
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
区
長
会
等
で
呼
び
か
け
た
い
。

（
問
）　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
人

口
カ
バ
ー
率
が
、
全
国
で
5
割
を

超
え
る
。
青
木
村
の
対
応
は
。

村
長
答
弁

　
　

様
々
な
意
見
が
公
の
場
で
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。
近
隣
の
市

町
村
の
動
向
な
ど
も
踏
ま
え
て
検

討
を
進
め
た
い
。

（
問
）　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か

ら
、
中
学
校
の
男
女
別
制
服
を
見

直
す
時
期
に
き
て
い
る
。

教
育
長
答
弁

　
　

現
在
の
流
れ
は
そ
う
だ
が
、
す

ぐ
に
替
え
る
の
は
難
し
い
。

（
問
）　
外
国
籍
や
無
国
籍
の
方
の
参

政
権
は
。

村
長
答
弁

　
　

立
法
の
府
で
、
早
期
に
結
論
を

出
す
課
題
だ
。

3 

高
齢
者
施
設
・
学
校
職
員
の
P
C
R

　

 

定
期
検
査
体
制
構
築
を　

（
問
）　
高
齢
者
施
設
や
小
中
学
校
職

員
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
P
C
R
・
抗
原
検
査
を
定
期
的

に
実
施
す
べ
き
だ
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
診
療
所
に
検
査
機
器
を
導
入
し
、

P
C
R
検
査
の
結
果
判
定
が
即

日
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
定
期

的
に
検
査
を
実
施
す
る
体
制
は
整

っ
て
い
な
い
。

（
問
）　
自
宅
療
養
者
の
支
援
を
村
で

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
現
在
ま
で
保
健
所
等
か
ら
の
支

援
要
請
は
な
い
。
あ
れ
ば
必
要
な

支
援
を
行
う
。
要
介
護
者
の
対
応

が
必
要
な
場
合
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
も
加
わ
っ
て
検
討
す
る
。

（
問
）　

県
か
ら
の
陽
性
者
情
報
が

詳
し
く
伝
わ
ら
な
く
な
っ
た
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　

以
前
よ
り
遅
れ
て
は
い
る
が
、

必
要
な
情
報
は
提
供
さ
れ
て
い
る
。

（
問
）　
5
～
11
歳
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
進
め
方
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
接
種
券
を
配
布
し
、
接
種
希
望

者
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
予
約
し

診
療
所
で
個
別
接
種
を
受
け
る
形

を
考
え
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レイアウト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹内製作所 
駐車場 

竹内製作所 

国道 143 号 

信号機の早期設置を！ 

通
勤
車
両
の 

進
入
を
妨
げ
る 

塀
や
柵
の
設
置
を
！ 

南側に歩道設置 

殿戸 

国道北 6 号線 

大
庭
線 

国
道
北
３
号
線 

 

両
側
に
歩
道
設
置 

岡石工業地周辺の通学路の安全確保を 

 

拡幅される村道と国道が交わる交差点付近 

岡石工業地周辺の通学路の安全確保を 

拡幅される村道と国道が交わる交差点付近

岡石工業団地周辺の通学路の安全確保を

１
、	

岡
石
工
業
地
周
辺
整
備
に
伴
う
交
通

　
	

安
全
策

２
、	
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
に
向
け
て

３
、	
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
６
波

へ
の
対
応
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宮
下
　
壽
章 

議
員

１ 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
青
木
村
の

　

 

こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て

（
問
）　
成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
達
に

と
っ
て
、
こ
の
２
年
あ
ま
り
に

わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
は
。

教
育
長
答
弁

　
　
行
事
の
縮
小
や
中
止
、
青
木
村

の
特
色
で
も
あ
る
社
会
力
育
成
事

業
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。

通
学
合
宿
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
水

曜
ク
ラ
ブ
や
、
中
学
校
で
は
ア
イ

リ
ス
セ
ミ
ナ
ー
や
長
泉
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
が
中
止
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
ん
な
中
で
も
可
能
な
限
り
感
染

防
止
に
配
慮
し
て
、
修
学
旅
行
や

運
動
会
、
文
化
祭
等
の
行
事
は
行

な
っ
て
き
た
。

　
　
一
方
で
、
小
中
学
校
共
に
子
ど

も
達
が
話
し
合
っ
て
行
き
先
を
決

め
た
修
学
旅
行
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、

生
徒
各
自
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ

た
生
徒
会
活
動
や
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
案
を
作
成
し
た
り
と
、

決
定
を
任
せ
た
こ
と
に
よ
り
新
た

な
変
革
も
生
ま
れ
て
き
た
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
学
力

は
保
証
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
自

在
に
活
用
し
課
題
解
決
が
出
来
る

よ
う
な
子
ど
も
達
を
育
て
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
観
光
業
、
飲
食
業
者
に
関
わ
る

皆
さ
ん
は
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。

国
、
県
、
村
で
も
で
き
う
る
限

り
の
支
援
を
し
て
い
る
が
、
今

後
も
情
報
を
得
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

（
問
）第
６
次
青
木
村
長
期
振
興
計
画

を
策
定
中
で
あ
る
が
、
青
木
村

の
展
望
に
つ
い
て

村
長
答
弁

　
　
農
協
の
業
務
縮
小
に
つ
い
て
は
、

景
気
の
低
迷
等
に
よ
る
経
済
事

業
の
不
振
が
起
因
す
る
も
の
と
思

う
。
Ｊ
Ａ
が
こ
れ
か
ら
も
青
木
村

の
農
業
振
興
の
最
大
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
、
農
家
組
合
員
の
立
場

に
立
っ
た
改
革
が
効
果
を
発
揮
す

る
よ
う
、
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
と
連
携

し
協
力
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
次
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
つ
い
て
は
、
気
候
変
動
に
よ

る
深
刻
な
影
響
を
考
え
た
と
き
に
、

全
世
界
を
上
げ
て
取
り
組
む
緊

急
の
課
題
で
あ
る
。
対
策
と
し
て

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底
、
植

林
の
推
進
、
山
の
活
用
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
、
資
源
循
環
の
高

度
化
な
ど
で
あ
り
、
村
と
し
て
は
、

街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
公
共
施
設
へ

の
太
陽
光
発
電
と
家
庭
用
の
発

電
蓄
電
池
導
入
の
費
用
補
助
、
再

生
資
源
の
活
用
や
山
林
の
保
全
な

ど
多
く
の
課
題
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
現
在
策
定
中
の
10
カ
年
計
画

の
中
で
も
、
最
重
要
課
題
の
ひ
と

つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
村
の
農
業
保
持
に
つ
い
て
は
、

　
第
６
次
青
木
村
長
期
振
興
計
画
に

つ
い
て
12
地
区
で
開
催
し
た
集

落
懇
談
会
の
中
で
も
、
複
数
の

会
場
で
荒
廃
農
地
対
策
の
必
要

性
を
懸
念
す
る
意
見
が
出
て
い

た
。
荒
廃
地
対
策
に
し
っ
か
り
と

取
組
み
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
保
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
森
林
の
活
用
と
保
全
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
、
地
球

温
暖
化
対
策
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
近

隣
市
町
村
で
も
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
を
燃
料
と
す
る
ス
ト
ー
ブ
の

普
及
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
利
用

促
進
の
た
め
購
入
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
た
め
の
予
算
を
計

上
し
た
。
森
林
が
持
つ
多
面
的
な

機
能
と
な
る
植
物
種
、
菌
類
等
の

生
物
多
様
性
の
保
全
、
二
酸
化
炭

素
吸
収
等
の
地
球
温
暖
化
緩
和

に
つ
な
が
る
地
球
環
境
保
全
、
土

砂
災
害
防
止
土
壌
保
全
機
能
、
水

源
涵
養
機
能
、
物
質
生
産
機
能

等
々
を
維
持
、
保
全
し
て
い
く
こ

と
は
、
後
世
に
残
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
現
役
世
代
の
責

務
と
考
え
、
引
き
続
き
森
林
整
備

を
進
め
て
い
く
。

滝川ダム上で伐採中の桧材

１
、	

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
青
木
村
の
こ
れ

か
ら
の
展
望
に
つ
い
て
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の
中
で
も
、
最
重
要
課
題
の
ひ
と

つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
村
の
農
業
保
持
に
つ
い
て
は
、

　
第
６
次
青
木
村
長
期
振
興
計
画
に

つ
い
て
12
地
区
で
開
催
し
た
集

落
懇
談
会
の
中
で
も
、
複
数
の

会
場
で
荒
廃
農
地
対
策
の
必
要

性
を
懸
念
す
る
意
見
が
出
て
い

た
。
荒
廃
地
対
策
に
し
っ
か
り
と

取
組
み
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
保
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
森
林
の
活
用
と
保
全
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
、
地
球

温
暖
化
対
策
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
近

隣
市
町
村
で
も
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
を
燃
料
と
す
る
ス
ト
ー
ブ
の

普
及
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
利
用

促
進
の
た
め
購
入
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
た
め
の
予
算
を
計

上
し
た
。
森
林
が
持
つ
多
面
的
な

機
能
と
な
る
植
物
種
、
菌
類
等
の

生
物
多
様
性
の
保
全
、
二
酸
化
炭

素
吸
収
等
の
地
球
温
暖
化
緩
和

に
つ
な
が
る
地
球
環
境
保
全
、
土

砂
災
害
防
止
土
壌
保
全
機
能
、
水

源
涵
養
機
能
、
物
質
生
産
機
能

等
々
を
維
持
、
保
全
し
て
い
く
こ

と
は
、
後
世
に
残
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
現
役
世
代
の
責

務
と
考
え
、
引
き
続
き
森
林
整
備

を
進
め
て
い
く
。

1 

職
員
の
定
年
延
長
に
つ
い
て

（
問
）　
公
務
員
の
定
年
を
65
歳
へ
引

き
上
げ
る
法
改
正
が
さ
れ
、
60
歳

を
、
令
和
5
年
度
か
ら
令
和
13
年

度
迄
に
、
2
年
毎
に
1
歳
ず
つ
引

上
げ
、
定
年
を
65
歳
に
す
る
。
又

60
歳
で
原
則
と
し
て
管
理
職
か
ら

外
す
役
職
定
年
制
を
導
入
す
る
。

村
の
役
職
定
年
制
の
導
入
及
び
現

在
の
退
職
後
の
課
長
級
の
職
員
は

不
遡
及
の
原
則
か
ら
現
状
の
職
位

と
す
べ
き
と
思
う
が
村
の
考
え
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　

職
員
の
定
年
引
上
げ
に
つ
い
て
、

令
和
5
年
4
月
施
行
に
向
け
、
現

在
制
度
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
制

度
全
体
の
考
え
方
は
、
国
家
公
務

員
に
準
じ
て
村
の
制
度
を
整
え
て

い
く
。
管
理
職
の
役
職
定
年
年
齢

は
60
歳
と
す
る
。
管
理
職
の
範
囲

等
は
今
後
の
制
度
設
計
の
中
で
考

え
る
。
現
在
の
退
職
後
の
課
長
級

の
職
位
は
不
遡
及
の
原
則
に
当
た

ら
な
い
と
考
え
る
。

（
問
）　
定
年
引
上
げ
に
伴
う
給
与
及

び
現
行
の
退
職
再
任
用
の
職
員
と

新
制
度
で
の
差
の
発
生
有
無
等
制

度
の
内
容
と
課
題
は
何
か
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
定
年
引
上
げ
後
の
60
歳
超
の
職

員
は
、
定
年
時
の
給
与
の
7
割
水

準
と
な
る
。
現
行
再
任
用
と
新
制

度
職
員
間
に
著
し
い
不
均
衡
が
生

じ
な
い
よ
う
制
度
設
計
す
る
。

（
問
）　
退
職
手
当
の
支
給
日
変
更
、

退
職
手
当
額
が
減
額
さ
れ
る
な

ど
、
不
利
益
が
生
じ
な
い
か
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
基
本
的
に
60
歳
時
点
の
俸
給
月

額
に
60
歳
迄
の
勤
続
期
間
割
合
を

乗
じ
た
額
と
、
7
割
俸
給
月
額
に

60
歳
か
ら
定
年
迄
の
期
間
割
合
を

乗
じ
た
額
を
合
わ
せ
退
職
手
当
と

し
退
職
時
に
支
給
す
る
。
定
年
引

上
げ
前
の
定
年
で
退
職
す
る
場
合

に
比
べて
不
利
益
は
生
じ
な
い
。

（
問
）　

役
職
定
年
後
の
職
員
の
配

置
、
職
務
内
容
の
考
え
方
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
元
管
理
職
の
者
が
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
と
し
て
、
非
管
理
職

職
員
と
机
を
並
べ
て
の
業
務
は
既

に
一
般
的
な
光
景
。
職
場
の
調
和

を
図
り
、
有
能
な
人
材
活
用
の
方

策
を
今
後
検
討
し
進
め
る
。

（
問
）　
制
度
完
成
迄
の
間
は
、
1
年

お
き
に
定
年
退
職
者
が
出
な
い
年

度
が
生
じ
る
。
条
例
改
正
を
含
む

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
令
和
4
年
9
月
、
遅
く
て
も
12

月
に
は
関
係
条
例
を
整
備
、
確
立

す
る
。
13
年
迄
の
職
員
採
用
計
画

は
若
年
層
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
、
中
長
期
的
視
点
で
進
め
る
。

2 
青
木
峠
新
ト
ン
ネ
ル
事
業
取
組

　
 

み
に
つ
い
て

（
問
）　
本
事
業
進
捗
に
つ
い
て
。

村
長
答
弁

　
　

地
元
及
び
地
権
者
の
皆
様
の
御

協
力
に
よ
り
、
県
に
お
い
て
順
調

に
調
査
、
設
計
等
が
進
め
ら
れ
、

今
年
度
は
、
換
気
非
常
用
照
明
灯

設
備
等
の
実
施
設
計
が
遅
滞
な
く

進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
用
地

買
収
に
向
け
、
今
年
度
予
算
化
を

県
に
お
願
い
し
て
い
る
。
工
事
用

ヤ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、
地
元
の
御
協

力
を
頂
き
進
め
た
い
。

（
問
）掘
削
残
土
の
有
効
利
用
を
具
体

化
す
る
為
の
制
約
、
課
題
は
何
か
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
青
木
側
の
掘
削
残
土
の
締
固
土

量
は
ま
だ
未
公
表
だ
が
、
相
当
な

量
で
、
残
土
の
処
理
場
及
び
有
効

活
用
に
つ
い
て
県
に
要
望
し
て
い

る
。

　
　
上
田
建
設
事
務
所
は
、
近
隣
の

道
路
改
良
の
盛
土
材
活
用
を
検
討

中
。
掘
削
土
の
重
金
属
含
有
の
有

無
等
、
本
年
度
調
査
中
。
流
出

対
策
が
必
要
な
場
合
は
、
処
分
場

所
、
処
分
方
法
等
、
県
・
村
及
び

地
元
で
協
議
す
る
。
熱
海
市
の
土

石
流
災
害
を
受
け
て
、
国
の
盛
土

規
制
法
、
県
の
盛
土
等
土
砂
災
害

防
止
条
例
を
事
業
者
で
あ
る
県
が

守
る
事
で
担
保
す
る
。
掘
削
土
を

運
搬
す
る
際
の
ル
ー
ト
や
時
間
帯
、

運
搬
作
業
中
の
交
通
安
全
対
策

も
、
地
元
と
の
合
意
形
成
を
図
り

な
が
ら
進
め
る
。

中山間地特有の急傾斜農地の
有効活用が急務

カーブ改修が進められた修那羅峠

１
、	

職
員
の
定
年
延
長
に
つ
い
て

２
、	

青
木
峠
新
ト
ン
ネ
ル
事
業
の
取
組
み

に
つ
い
て

平
林
　
幸
一 

議
員
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は
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
直
売
所
で
の
販
売
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
、
ネ
ッ
ト
販
売
が

増
加
策
と
考
え
ら
れ
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
6
次
産
業
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
な
ど
も

活
用
す
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

（
問
）　
担
い
手
の
育
成
、
村
だ
か
ら

で
き
る
産
業
の
育
成
施
策
は
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
建
設
農
林
課
と
商
工
観
光
移
住

課
が
連
携
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
総
合

的
な
支
援
を
し
て
い
く
。
6
次

産
業
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
支
援
金
事

業
の
補
助
金
の
紹
介
、
新
た
な

分
野
で
の
企
業
者
の
声
を
反
映

さ
せ
て
い
く
。

（
問
）　
定
住
、
移
住
者
の
増
加
策
と

移
住
者
の
新
規
事
業
に
対
す
る

施
策
は
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　

賃
貸
物
件
の
希
望
者
が
多
い
。

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
物
件

が
少
な
い
。
中
古
物
件
も
毎
年
度

20
戸
余
り
と
、
需
要
に
対
応
し
き

れ
て
い
な
い
。
新
規
事
業
に
対

す
る
支
援
策
は
、
U
I
J
タ
ー

ン
事
業
の
活
用
が
あ
る
。
移
住

相
談
は
、
昨
年
か
ら
リ
モ
ー
ト

を
主
体
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
て
、
東
京
、

中
京
圏
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
。

に
も
村
の
環
境
に
な
じ
む
優
良

企
業
の
誘
致
を
図
り
、
財
政
力

の
改
善
に
努
め
る
。
ま
た
、
遊

休
の
企
業
は
積
極
的
に
斡
旋
す

る
。
山
洋
電
気
に
つ
い
て
ト
ッ

プ
と
話
し
て
い
る
。
土
地
の
活

用
、
工
事
の
活
用
に
つ
い
て
お

願
い
し
て
い
く
。

2 

活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
向
け
た

　

 

取
り
組
み
に
つ
い
て

（
問
）　
地
域
循
環
型
農
業
、
地
産
地

消
を
拡
大
し
て
育
て
る
施
策
は
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
竹
チ
ッ
プ
、
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
活

用
し
た
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
る
生

ご
み
の
堆
肥
化
の
取
り
組
み
が

あ
る
。
ま
た
、
畜
産
農
家
と
野

菜
農
家
が
連
携
し
た
堆
肥
の
利

用
が
あ
る
。
地
産
地
消
は
、
道

の
駅
農
産
物
直
売
所
で
売
場
を

地
元
産
で
満
た
す
よ
う
支
援
し

て
い
く
。

（
問
）　
学
校
給
食
に
お
け
る
地
元
産

食
材
利
用
率
の
向
上
と
有
機
野

菜
の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長
答
弁

　
　

地
元
産
の
野
菜
の
利
用
率
は
、

10
％
前
後
で
あ
る
。
安
定
し
て
使

用
で
き
る
供
給
力
が
な
い
。
有

機
野
菜
の
使
用
は
味
、
安
全
性
、

安
価
で
安
定
供
給
が
見
込
ま
れ

れ
ば
利
用
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）　
6
次
産
業
型
商
品
の
売
り
上

げ
増
加
策
と
特
産
品
育
成
施
策

居
鶴
　
貞
美 

議
員

1
、	

令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て

2
、	

活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

1 

令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算
に

　

 

つ
い
て

（
問
）　
今
後
の
事
業
の
実
施
予
定
で
、

財
政
力
か
ら
判
断
さ
れ
る
投
資
的

経
費
に
対
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
本
村
は
財
政
力
の
低
さ
か
ら
財

源
を
地
方
交
付
税
に
依
存
し
て

い
る
。
加
え
て
義
務
的
経
費
、
経

常
的
経
費
が
増
加
し
て
お
り
、
投

資
的
経
費
に
十
分
振
り
向
け
る

こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
。

（
問
）　
村
内
の
景
況
に
つ
い
て
法
人

住
民
税
か
ら
ど
う
か
。

会
計
管
理
者
答
弁　
　

　
　
令
和
2
年
度
は
落
ち
込
み
が
か

な
り
あ
っ
た
。
3
年
度
は
回
復

の
兆
し
が
若
干
見
ら
れ
る
。

（
問
）　
財
政
力
指
数
0
・
3
の
確
保

に
向
け
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

村
長
答
弁

　
　
財
政
力
指
数
は
0
・
24
と
少
し

持
ち
直
し
て
い
る
。
優
良
企
業

の
誘
致
で
法
人
税
及
び
固
定
資

産
税
に
よ
る
自
主
財
源
の
増
加

を
期
待
し
て
確
保
し
て
い
く
。

（
問
）　
今
後
の
企
業
誘
致
は
青
木
村

が
存
続
の
手
段
と
し
て
推
進
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

村
長
答
弁

　
　
9
年
間
、
企
業
誘
致
に
相
当
時

間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
割
い
て
き

た
。
笑
顔
溢
れ
る
村
づ
く
り
の
為

令和４年度当初予算案の概要について
一  般  会  計　30億8,300万     円（前年度比３億5,100万円　12.8％増）
特  別  会  計　12億1,452万7千円（前年度比　　3,007万円　  2.5％増）
公営企業会計　  7億4,748万7千円（前年度比　　5,736万円　  8.3％増）

　商工観光移住課
①村営住宅等長寿命化計画作成事業……………………… 1,331千円
　村営住宅等の長寿命化計画を作成します。

　住民福祉課
①マイナンバーカード交付事務……………………………… 802千円
　マイナンバーカードの普及を促進います
②証明書コンビニ交付事業…………………………………… 167千円
　コンビニエンスストアでの証明書交付システムを構築します
③日常生活圏域高齢者ニーズ調査………………………… 1,485千円
　日常生活圏域高齢者ニーズ調査を行います
④地球温暖化対策実行計画策定事業……………………… 3,025千円
　地球温暖化対策実行計画を策定します
⑤新型コロナウイルス予防接種事業…………………… 10,804千円
　新型コロナウイルス予防接種事業費を計上します
⑥高齢者の保健事業と介護予防の一体化事業…………… 1,951千円
　高齢者の保健事業と介護予防の一体化事業を進めます

　教育委員会
①特別支援学校通学費補助………………………………… 1,056千円
　特別支援学校通学費補助します
②文化会館空調設備設置事業…………………………… 53,101千円
　文化会館に空調設備を設置します
　設計費308万円
　工事費5,002万1千円
③野生里芋群生地環境整備測量費………………………… 1,500千円
　沓掛区野生里芋群生地環境整備測量を行います
　委託料150万円
④大法寺三重塔防災施設整備事業………………………… 2,738千円
　大法寺三重塔防災施設整備事業に補助します
　補助金273万8千円
⑤総合体育館アリーナLED照明化事業 …………………… 4,400千円
　総合体育館アリーナをLED照明にします
⑥快適安全保育環境改善事業…………………………… 25,000千円
　未満児室を増築します

　公営企業会計
①（簡易水道事業）
　当郷岡石地区の配水管布設替え工事費……………… 26,400千円
　当郷区岡石地籍の配水管を布設替えします
②（簡易水道事業）
　五反田配水池減圧弁の交換工事……………………… 22,000千円
　五反田配水池の減圧弁を交換します
③（簡易水道事業）
　浄水場の撹拌機交換工事………………………………… 3,850千円
　浄水場の撹拌機交換工事を行います
④（特定環境保全公共下水道事業）
　当郷第２マンホールポンプ更新工事……………………… 880千円
　当郷第２マンホールポンプを更新します
⑤（特定環境保全公共下水道事業）
　浄化センターばっ気装置更新工事……………………… 2,640千円
　浄化センターばっ気装置を更新します

令和４年度令和４年度    主主なな事業事業にについてついて

一般会計の主な事業について
　総務企画課
①企業人材派遣制度派遣事業……………………………… 5,600千円
　地域活性化を図るため企業人を起用します
②地方創生臨時交付金事業……………………………… 100,390千円
　コロナウイルス感染症対策事業に係る費用
③村営バス当郷押出口バス停改修工事…………………… 1,555千円
　村営バス当郷押出口バス停の改修工事を行います
④参議院議員選挙費………………………………………… 7,481千円
　選挙執行経費を計上しました
⑤県知事選挙費……………………………………………… 7,317千円
　選挙執行経費を計上しました
⑥災害対策事業………………………………………………… 510千円
　災害用備蓄品として主食等を購入します

　税務会計課
①評価替に伴う標準宅地鑑定評価委託料………………… 1,851千円
　評価替に伴う標準宅地鑑定評価委託料
②航空写真共同撮影市町村負担金………………………… 4,912千円
　航空写真共同撮影市町村負担金

　建設農林課
①村農業支援センター事業………………………………… 2,212千円
　村農業支援センター職員を配置し、荒廃地対策、就農支援を図ります
②現地確認用タブレット購入事業…………………………… 104千円

農地の現地確認時にタブレットPCを活用して業務の効率化と負担
軽減を図ります

③生産調整推進協力タチアカネ補助事業………………… 6,000千円
　産地交付金そば減額補てん分
④園芸産地育成事業補助事業………………………………… 149千円
　花卉農家にダリア苗の補助を拡充します＠45×2,200本
⑤遊休荒廃農地対策事業補助事業…………………………… 200千円
　遊休荒廃農地対策事業補助金
　10ａ当たり上限4万円
⑥認定農業者等収入保険加入補助事業………………………… 83千円
　認定農業者等農業者の収入保険の加入を補助します
　補助率1/2　上限5万円
　その他農業者：補助率1/4上限3万円
⑦国庫補助当郷地区柿ノ木水路改良工事……………… 70,000千円
　（国庫補助事業）当郷地区　柿ノ木水路の溢水防止工事を行います
⑧地籍調査事業……………………………………………… 5,860千円
　国土調査中村3区調査に入ります
⑨ライフライン等保全対策事業…………………………… 2,500千円
　電線等ライフラインが倒木による断線を防ぐため危険木を伐採します
⑩薪・ペレットストーブ購入時の補助……………………… 300千円
　薪・ペレットストーブ購入時の補助として（1台あたり5万円）30万円
⑪住宅用雨水貯留施設設置補助……………………………… 125千円

住宅用雨水貯留施設設置補助として（1台あたり上限2万5千円また
は5万円）12万5千円

⑫村道 当郷国道北3号線・6号線道路改良工事 ……… 114,500千円
　国道143号と岡石工業地を結ぶ村道の改良工事を行います。

10

令和4年度一般会計は
30億8,300万円の予算となった（広報あおきより）

活力ある村づくりにむけて
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な
る
。

2 

物
価
上
昇
禍
に
お
け
る
行
政
に

　

 

つ
い
て

（
問
）　
本
年
度
予
算
に
お
い
て
、
物

価
の
変
動
に
よ
り
、
今
後
修
正
の

可
能
性
が
あ
る
部
分
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
物
件
費
全
般
に
加
え
、
建
設
資

材
次
第
で
は
修
繕
費
や
工
事
請
負

費
等
に
も
影
響
が
出
て
く
る
可
能

性
が
あ
る
。

（
問
）　
灯
油
価
格
上
昇
が
続
い
た
場

合
、
各
種
補
助
の
方
針
は
。

村
長
答
弁

　
　
国
、
県
の
補
助
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
内
容
、
時
期
、
額
な
ど
、

商
工
会
及
び
議
会
な
ど
関
係
者
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
各
種
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
等
に
よ
る
業
務
改
善
効
果
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　

本
年
度
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
住

民
票
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
予
定

し
て
い
る
。
カ
ー
ド
所
有
者
の
転

出
、
転
入
手
続
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
手
続
の
手
間
の
軽
減
、
時
間

の
短
縮
等
、
住
民
の
利
便
性
の
向

上
及
び
役
場
職
員
の
事
務
処
理
の

負
担
軽
減
等
に
つ
な
が
る
。

な
く
、
指
導
や
評
価
を
併
せ
て
や

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
問
）　
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
用
い
て
学

年
の
枠
を
超
え
た
学
習
に
つ
い
て
、

当
村
の
考
え
方
は
。

教
育
長
答
弁

　
　
今
年
度
導
入
予
定
の
ソ
フ
ト
で

は
、
ド
リ
ル
学
習
を
本
人
が
行
っ

た
場
合
、
そ
の
解
答
結
果
か
ら
、

必
要
な
場
合
は
前
の
学
年
の
学
習

内
容
も
盛
り
込
ん
だ
、
そ
の
子
に

合
わ
せ
た
問
題
を
自
動
的
に
用
意

し
て
く
れ
る
。
一
人
一
人
の
子
ど

も
に
合
わ
せ
た
き
め
の
細
か
な
学

習
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

（
問
）　
不
登
校
児
の
学
習
支
援
と
し

て
、
I
C
T
を
ど
う
活
用
し
て
い

く
か
。

教
育
長
答
弁

　
　
当
村
で
も
I
C
T
を
使
う
こ
と

で
、
不
登
校
傾
向
で
あ
っ
た
子
が

学
校
に
通
え
る
よ
う
に
な
っ
た
事

例
が
あ
る
。
有
効
な
活
用
を
図
っ

て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
が
、
先
ず

は
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
学
校

に
通
え
る
よ
う
に
な
る
支
援
を
大

事
に
し
た
い
。

（
問
）　
県
立
長
野
図
書
館
が
す
す
め

る
電
子
書
籍
の
貸
出
し
に
対
す
る

当
村
の
取
組
は
。

教
育
長
答
弁

　
　
当
村
も
参
画
し
、
来
年
度
に
試

行
を
行
う
。
専
門
書
籍
や
一
般
書

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

松
本
　
淳
英 

議
員

1 

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の

　

 

進
捗
に
つ
い
て

（
問
）　
青
木
村
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
状
況
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
活
用
状
況
は
。

教
育
長
答
弁

　
　
小
学
校
3
年
生
以
上
と
中
学
生

全
員
に
対
し
て
、
リ
モ
ー
ト
授
業

の
配
信
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。
学
級

閉
鎖
の
時
に
は
、
そ
の
有
効
性
が

確
認
で
き
て
い
る
。
W 

i
―

F 

i

ル
ー
タ
ー
を
貸
し
出
し
、
ネ
ッ
ト

接
続
環
境
が
な
い
家
庭
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
I
C
T
利
用
の
研
修
や
授
業

研
究
等
を
通
し
て
、
個
別
学
習
、

全
体
学
習
、
調
査
活
動
、
表
現
活

動
等
タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用
の
幅
は
広

が
っ
て
い
る
。

（
問
）　
各
家
庭
で
の
学
習
補
助
と
し

て
、
端
末
を
貸
し
出
し
て
、
家
庭

で
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

教
育
長
答
弁

　
　
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
に
反
す
る
様
々
な

問
題
も
あ
り
、
利
用
の
ル
ー
ル
作

り
と
と
も
に
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
問
）　
当
村
で
は
、
受
験
の
た
め
に

塾
に
通
う
時
間
的
負
担
が
大
き
い
。

高
校
受
験
対
策
と
し
て
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
。

教
育
長
答
弁

　
　
受
験
対
策
に
も
十
分
利
用
可
能

な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
て
い

る
。
個
人
学
習
に
委
ね
る
だ
け
で

ICT教育始まる！

コンビニで証明書取得！

1
、	

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
進
捗
に

つ
い
て

2
、	
物
価
上
昇
禍
に
お
け
る
行
政
に
つ
い
て
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ま
ち
づ
く
り
会
社
を
設
立
し
て

民
間
主
導
で
若
い
力
を
活
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
特
徴
だ
。

（
問
）　
山
村
振
興
計
画
な
ど
活
用
し

て
、
特
産
品
を
作
る
だ
け
で
は

な
い
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立

さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
が
。

村
長
答
弁

　
　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ
る

に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
ま
ず

は
来
て
も
ら
う
、
知
っ
て
も
ら

う
、
見
て
も
ら
う
、
食
べ
て
も

ら
う
、
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
。

青
木
村
に
は
推
定
年
間
60
万
人

が
道
の
駅
あ
お
き
に
来
場
し
て

い
る
。
田
沢
温
泉
、
沓
掛
温
泉
、

大
法
寺
な
ど
に
行
く
方
も
多
い
。

加
え
て
、
五
島
慶
太
未
来
創
造
館

を
通
し
て
東
急
グ
ル
ー
プ
の
方

と
の
交
流
も
既
に
始
ま
っ
て
い

る
。
東
京
か
ら
の
移
住
の
相
談

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、

特
に
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
に
も
出

店
し
て
い
る
。
マ
ス
媒
体
、
セ

ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
媒
体
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体
な
ど
を

駆
使
し
て
ブ
ラ
ン
ド
力
の
確
立

に
努
め
て
い
き
た
い
。

貸
与
の
協
定
も
締
結
し
た
と
こ

ろ
だ
。

　
　

現
在
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、

最
も
身
近
な
個
別
受
信
機
だ
。
エ

リ
ア
メ
ー
ル
の
試
験
も
行
っ
て

そ
の
有
効
性
も
確
認
で
き
た
。

（
問
）　
想
定
外
の
事
態
の
場
合
の
伝

達
方
法
の
考
え
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
複
数
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ

て
伝
達
を
行
う
が
、
最
後
は
人

の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

地
域
の
支
え
合
い
や
、
地
区
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
と
運
用
を
各

地
区
に
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
だ
。

2 

村
内
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
た

　

 

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
確
立
を

（
問
）　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
考
え
方

は
。

村
長
答
弁

　
　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
、
地
域
そ
の

も
の
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
一

体
化
し
て
地
域
の
価
値
を
高
め

る
も
の
だ
。

（
問
）　
全
国
や
周
辺
自
治
体
の
取
組

を
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
小
布
施
町
の
取
組
は
全
国
的
に

も
先
駆
的
な
事
例
だ
。
歴
史
的
文

化
、街
並
み
の
修
景
事
業
、特
に
、

　

栗
の
生
産
か
ら
栗
菓
子
の
製
造

販
売
な
ど
小
布
施
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
一
つ
の
形
に
な
っ
て
い
る
。

宮
入
　
隆
通 

議
員

1
、
情
報
伝
達
の
あ
り
方
に
つ
い
て

2
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

1 

情
報
伝
達
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
問
）　
情
報
伝
達
の
あ
り
方
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

村
長
答
弁

　
　
村
民・情
報
を
必
要
と
す
る
人・

組
織
に
、
必
要
な
形
で
正
確
に
、

速
く
伝
え
る
の
が
行
政
の
責
務

だ
。

（
問
）　
現
在
の
問
題
点
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
Ｆ
Ｍ
と
う
み
の
携
帯
ア
プ
リ
の

導
入
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
情

報
受
信
の
選
択
肢
と
な
る
ツ
ー

ル
を
増
や
し
て
き
た
。
問
題
点

は
ツ
ー
ル
を
増
や
し
て
も
受
信

で
き
な
い
方
が
い
る
の
で
、
検

討
に
終
わ
り
は
な
い
。

（
問
）　
今
後
情
報
電
話
の
切
替
予
定

は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
行
う

の
か
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
今
の
情
報
電
話
は
導
入
か
ら
10

年
に
な
る
が
、
い
ま
す
ぐ
に
仕

組
み
を
変
え
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を

生
か
し
て
、
ど
ん
な
仕
組
み
が

構
築
で
き
る
の
か
、
引
き
続
き

検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

（
問
）　
停
電
時
の
対
策
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
中
部
電
力
・
中
部
電
気
保
安
協

会
と
の
協
定
、
各
区
へ
の
発
電
機

の
配
備
、
電
気
自
動
車
の
導
入
、

日
産
自
動
車
と
の
電
気
自
動
車

特産品をつくるだけではない地域ブランドの確立を

SOBAYOI GOLDEN ALE
（ソバヨイゴールデンエール）

SOBAYOI SHOCHU
（ソバヨイショウチュウ）
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円
余
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
総
務
常
任

委
員
会
と
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
で

審
議
さ
れ
た
あ
と
、
本
会
議
に
お
い

て
全
議
案
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　
土
屋
連
合
長
か
ら
は
、
広
域
連
合

が
直
面
す
る
重
要
課
題
に
つ
い
て
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
案

提
出
後
、
全
員
協
議
会
が
行
わ
れ
、

連
合
長
か
ら
上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
運
転
管
理
委
託
業
務
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
の
不
正
行
為
に
つ
い
て
、

現
在
ま
で
の
調
査
経
過
の
報
告
が
あ

り
、「
圏
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
信
用

を
失
墜
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
遺

憾
で
あ
る
」
と
の
陳
謝
の
こ
と
ば
が

あ
り
ま
し
た
。　
　

  （
松
澤 

正
登
）

　
３
月
１
日
、
青
木
村
保
健
セ
ン
タ

ー
研
修
室
に
於
い
て
、
青
木
村
及
び

上
田
市
共
有
財
産
組
合
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号 

財
産
の
処
分
で
は
、

丸
子
信
州
新
線
修
那
羅
峠
の
道
路
改

築
事
業
に
伴
っ
て
用
地
提
供
し
た
保

安
林
・
原
野
3
6
3
6
・
94
㎡
を
長

野
県
に
寄
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審

議
し
、
異
存
な
く
議
決
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
に
よ
り
、
勾
配
の
急
な
カ

　
臨
時
議
会

　
上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
臨
時
議

会
が
１
月
12
日
に
丸
子
自
治
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
臨
時
議
会
は
、
昨
年
10
月
31

日
執
行
の
長
和
町
議
会
議
員
選
挙
に

伴
う
「
長
和
町
選
出
議
員
の
報
告
に

つ
い
て
」、
同
日
執
行
さ
れ
た
長
和

町
長
選
挙
に
お
い
て
羽
田
健
一
郎
町

長
が
再
選
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
「
上

田
地
域
広
域
連
合
長
の
再
選
に
つ
い

て
」
の
人
事
案
に
つ
い
て
開
催
さ
れ
、

羽
田
健
一
郎
氏
が
副
連
合
長
に
再
選

さ
れ
ま
し
た
。

2
月
定
例
会

　
令
和
4
年
2
月
定
例
会
が
2
月
28

日
か
ら
3
月
2
日
ま
で
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
は
、
条
例
案
1
件
、

予
算
案
7
件
の
計
8
件
。

　
令
和
4
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入

歳
出
予
算
総
額
49
億
6
5
3
1
万
円

余
と
、
前
年
度
に
比
較
し
て
1
・
8 

%

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
3
年
度
2
月
補
正
予
算
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
補
正
後

の
歳
入
歳
出
総
額
は
48
億
7
8
5
4

万
円
余
と
、
当
初
に
比
べ
1
6
4
万

ー
ブ
が
改
良
さ
れ
、
大
型
車
も
通
行

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
2
号 

令
和
3
年
度
補
正

予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
2
2
8
7
万

7
千
円
を
追
加
し
、
総
額
4
7
7
6

万
5
千
円
に
補
正
す
る
も
の
で
、
ウ

ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
か
ら
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
・
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
木
材
が

高
値
で
取
引
さ
れ
、
財
産
売
払
収
入

が
当
初
見
込
み
の
ほ
ぼ
2
倍
と
な

っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　

議
案
第
3
号 

令
和
4
年
度
予
算

は
、
歳
入
歳
出
総
額
を
3
3
8
1
万

8
千
円
と
す
る
も
の
で
、37
・
06 

ha

の
森
林
造
成
事
業
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
両
予
算
と
も
、
全
員
一
致
で
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

諸
先
輩
た
ち
が
守
り
育
て
て
き

た
共
有
林
財
産
を
有
効
活
用
し
、
次

世
代
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
た
定
例
会
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
（
坂
井　
弘
）

と
は
、

　
V
＝
変
動
性
（V

olatility

）

　
U
＝
不
確
実
性（U

ncertainty

）

　
C
＝
複
雑
性
（Com

plexity

）

　
A
＝
曖
昧
性
（Am

biguity

）

　
こ
れ
ら
が
融
合
し
た
時
代
、
統
合

し
て
い
く
時
代
、
ブ
ー
カ
の
時
代
が

始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
当
た
り
前

の
時
代
に
な
っ
て
、
経
営
は
「
早
く

動
く
、
回
す
」
し
か
な
い
時
代
が
来

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
職
人
が
い
な
い

の
で
チ
ェ
ー
ン
店
に
な
っ
た
、
星
野

リ
ゾ
ー
ト
で
は
一
人
の
従
業
員
が
フ

ロ
ン
ト
・
厨
房
な
ど
何
で
も
こ
な
し

生
産
性
を
上
げ
て
い
る
、
な
ど
多
く

の
例
を
挙
げ
て
分
か
り
易
く
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
で
は
、
時
代
の
変
化

等
に
つ
い
て
興
味
深
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
金
井  

と
も
子
）

新生青木村65周年記念式典で
あいさつする金井議長

動
き

議
会
の

令
和
3
年
度
上
田
地
域
市

町
村
議
会
議
員
研
修
会

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会

臨
時
議
会

青
木
村
及
び
上
田
市

共
有
財
産
組
合
議
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
減
少
し

た
合
間
を
縫
っ
て
、
上
田
市
議
会
主

催
の
上
田
地
域
市
町
村
議
会
議
員

研
修
会
が
、
令
和
4
年
1
月
13
日

（
木
）
上
田
東
急
R
E
I
ホ
テ
ル
に

於
い
て
開
催
さ
れ
、
当
村
議
員
を

は
じ
め
上
田
地
域
市
町
村
、
坂
城

町
、
立
科
町
、
群
馬
県
嬬
恋
村
の

議
会
議
員
、
事
務
局
職
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、「
V
U
C
A（
ブ
ー

カ
）の
時
代
が
始
ま
っ
て
い
る
」
と

題
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ツ
・
ガ
ー

デ
ィ
ア
ン
中
澤
昭
彦
氏
の
講
演
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
中
澤
昭
彦
氏
は
、
株
式
会
社
エ
イ

ム
ブ
レ
ー
ン
ト
ラ
ス
ト
代
表
、
並

び
に
頂
道
塾
、
頂
門
塾
な
ど
の
塾

長
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
演
題
に
あ
る
ブ
ー
カ（
V
U
C
A
）
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この印刷物は、植物性インキおよび
再生紙を使用しています。

上田地域広域連合議会代表者会（議長）
全員協議会
例月監査（監査委員）
上田地域広域連合議会定例会（正副議長）

3日／
24日／
25日／
28日／

青木村及び上田市共有財産組合議会
　　　　　　　　　　　　　　　（共有財産組合議会議員）
議会運営委員会（議会運営委員）
上田地域広域連合議会定例会（正副議長）
第１回定例議会
全員協議会
議会一般質問
委員会審議（総務建設産業委員会）
委員会審議（社会文教委員会）
中学校卒業式（議長）
小学校卒業式（議長）
議会審議採決
議会報編集委員会（議会報編集委員）
保育園卒園式（議長）
青木村65周年記念式典
例月監査（監査委員）

1 日／

2 日／
2 日／
8 日／
8 日／

10 日／
14 日／
15 日／
16 日／
17 日／
18 日／
18 日／
26 日／
26 日／
30 日／

上田地域広域連合議会代表者会（議長）
上田地域広域連合議会臨時会（正副議長）
全国議長会議長・副議長研修会（正副議長）

10 日／
24 日／
30 日／

保育園入園式（議長）
小・中学校入学式（議長）
議会報編集委員会（議会報編集委員）
議会報編集委員会（議会報編集委員）
全員協議会
例月監査（監査委員）

2 日／
6 日／
7 日／

14 日／
20 日／
28 日／

今後の予定

　世界が民主主義陣営と、そうでない台頭している権
威主義や専制主義陣営に二極化し、2月24日に始まっ
たロシアによるウクライナ侵攻で世界が大きく揺れて
います。コロナ禍で2年以上が過ぎ、日本人の孤独感
や内向き志向が言われますが、今回のロシアによるウ
クライナ侵攻は、民主主義を信じ、平和を享受してき
た日本人にとって今のままで本当に大丈夫なのか、世
界で起きていることをもっと良く知らないといけない、
そう思うきっかけになったのではないでしょうか。日本
人の価値観を揺るがす大事件と言えます。
　日本人は第2次世界大戦で原爆による悲惨な目に遭
い、もう二度と戦争はしてはいけないと思っています。
この現代の科学技術の時代に、女性や子ども達が殺さ
れる戦争が起こる現実とは、何が正義なのでしょうか。
世界平和、子ども達の未来の為に、今の大人たちは知
恵をださなければならないと思います。　　 　（H・K）

住民の

声 　2018年の秋に兵庫県丹波市から青
木村に移住しました。翌年の４月には、

沓掛温泉「叶屋旅館」をリニューアルオープ
ンしました。しかし、営業２年目にしてコロナ感染症
が襲来。はじめはどうなることかと不安が大きかっ
たのですが、１年目で常連客も多くつき、なんとかこ
こまで持ちこたえることができました。今思えば、
もしオープン年にコロナが流行っていたら、正直厳
しかったと思います。
　叶屋旅館も4月で、はやいもので４周年目を迎え
ました。食事は提供せず素泊りのみの宿ですが、隣
の千楽さんと提携し、千楽の食事付プランも誕生し
ました。いまでは千楽の女将さんは僕にとって、青
木村のお母さんのような存在になりました。
　移住して思ったことは、青木村は温かい方々ばか
りで凄くフレンドリーな村民性だと感じました。分
からないことがあれば、全力でサポートしてくださ
いますし、沓掛区にもだいぶ馴染むことができまし
た。行事も、とても楽しく参加させてもらっていま
す。
　今後ですが、もっと青木村を満喫してみたいで
す。コロナの流行で、外出を控えめにしていたこと
もあり、まだまだ青木村のことを知っていないなと
感じます。これから良い季節、コロナが落ち着けば、
未踏の場所を散策してみたいです。
　最後に、３年間と半年住んでみて、青木村はずっ
と住み続けたい村になりました。また、青木村の
方々のサポートなくしては、叶屋旅館をオープンさ
せることはできなかったと思います。これから長い
人生、少しでも青木村に恩返しできるように頑張り
たいと思います。

今 井  大 祐
人生の終着地

信州・青木村

ふるさと景観100選 運動公園の桜

2月

3月

4月

5月

編集後記

AO
KIM
UR
A

青木村議会日誌

■ 発行／青木村議会
■ 編集／議会報編集委員会 委員長／宮入 隆通　副委員長／塩澤 敏樹

委員／松本 淳英・平林 幸一・坂井 弘・松澤 正登
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